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森本あんり『アメリカ・キリスト教史一理  

念によって建てられた国の軌跡』（新教出版  

社、2（氾6年、1，785円）   

うよりは公定教会制として捉える方が妥当  

であるとする。そして第4章「大覚醒」では  

「アメリカ」に住む人々に連帯感をもたらし  

たことによって「「アメリカ」としての自覚  

をもつに至」（52）らしめたという大覚醒－  

エドワーズやホイツトフィールドらを主な  

指導者とする信仰復興運動－一について論  

じ、第5章「独立革命期」では独立革命期に  

おけるキリスト教会のあり方について述べ  

ている。   

続いて独立を遂げたアメリカにおいて、そ  

れぞれのキリスト教教派がどのように歩ん  

でいくのかについて論じている。第6章「各  

教派の伸展と変容」では独立革命を受けて大  
きな打撃を受けた英国国教会やメソジスト  

がどのように再出発をはかっていったかと  

いうこと、あるいは会衆派や長老派といった  

それまでの主流派教会が伸び悩んだこと、ま  

たバプテストが勢力を伸ばしたことに触れ、  

第7章「アンテベラム期」一南北戦争まで  

の十九世紀前半を指す－では広がりゆく  

西部を中心に生じた第二次信仰復興運動を  

受けて国内外に対して盛んに伝道が行われ  

たこと、またこの時期にメソジストとバプテ  

ストが長老派と会衆派に代わって台頭し二  

大教派となったことを論じ、更に諸教会の発  

展を受けて高等教育が拡充され、女子教育も  

行われるようになったことを述べている。加  

えて第8章「新しい信仰の諸形態」では、こ  

の時期に生じてきたユニテリアンやモルモ  

ン教、あるいはクリスチャン・サイエンスや  

黒人教会等といった新しい信仰のあり方に  

ついて目配りがなされている。   

続いて第9章「南北戦争期」では、アメリ  

カの西部への拡大－「明白なる天命  

Manife8tDe8tiny」－とあいまって、南部  

奴隷州・北部自由州がそれぞれに西部へと進  

出していったことによって奴隷制をめぐる  

南北の対立に拍車を掛けられたこと、またそ  

れを受けて南部と北部の両方に勢力を持っ  

現在のアメリカにお  

いて、自分の宗教に関  

して質問されて「プロ  

テスタント」と答える  

者が55％、「カトリッ  

ク」と答える者が28％  

で、また70％の人がど  

こかの宗教団体に所属  

し、43％の人が先週の礼拝に出席したと答え  

るといい、またこうした数字はこの半世紀間  

ほとんど変化がないものだという（p．161）。本  

書はこうした統計にも見ることができるよ  

うに、建国から現在に至るまで大きな力を持  

ち続けてきているアメリカのキリスト教の  

歴史を概説するものである。   

構成としては、章毎に編年的にまとめられ  

ており、各章の冒頭には関連年表が掲げられ  

て理解を助けている。以下やや後半部に重点  

を置きながら章を追って内容を紹介してい  

く。   

コロンブスが1492年にアメリカ大陸を  

“発見”したことについては広く知られてい  

るが、その航海はスペイン女王の援助とロー  

マ教皇の認可を受けたものであった。第1章  

「「アメリカ」の始まり」から第2章「ニュ  

ーイングランドの建設」は、こうしてカトリ  

ックによって始められたアメリカ・キリスト  

教の歴史が、1620年にメイフラワー号がプ  

リマスに到着してからどのようにプロテス  

タントによって展開されていくのかについ  

て概観している。   

続いて第3章「ピューリタンの信仰と生活」  

はニューイングランドで英国本国とは異な  

る独自の教義綱領が制定されたことに触れ、  

またそうした教会が社会の中にどのように  

位置付けられるかについては、神聖政治とい  
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ていたメソジストやバプテストあるいは長  

老派といった教会に分裂が見られたことを  

概観している。こうした対立は多くの犠牲者  

を出した南北戦争によって終結するが、その  

際に大きな役割を果たしたリンカンについ  

て、彼が特定の教派との関わりを持たなかっ  

た一方でその信仰が深く聖書に培われてい  

たことに触れ、またこの時期に女権拡張運動  

が見られたことについても述べている。   

しかし奴隷制度の廃止が即黒人差別の解  

消を意味したわけではなく、第10章「アメ  

リカの膨張」は、まず黒人に対する抑圧の構  

造が維持されたこと、そしてそれに対して改  

めて幾つかの黒人教会が組織されたことに  

ついて触れ、また中国からの移民やヨーロッ  

パからのカトリック移民が偏見や差別の対  

象となったこと、更には終息しつつあった西  

部への拡大－アメリカ大陸の西部「フロン  

ティア」は1890年に消失－はその裏面に  

おいて先住民への抑圧であったことを論じ  

ている。他方、東部や北部では都市化・産業  

化が進み、それと呼応する形で大衆伝道や社  

会福音、あるいは禁酒運動といった新たな形  

態のキリスト教が行われるようになったこ  

と、またその一方でハワイの併合等アメリカ  

国家の海外への膨張と歩を一にする形で日  

本伝道を含む海外伝道が推進されたことに  

ついて述べている。   

こうしたアメリカの拡大を受けた楽観主  

義的な風潮－これは1929年の大恐慌によ  

って水を差されることになる－の反面、第  

11章「二つの世界大戦」はまず近代化への対  

抗として道徳あるいは宗教を堅持しようと  

する運動が極端な純潔の主唱や反進化論と  

いった形で生じ、こうした「原理主義」と名  

指されるようになる保守的なキリスト教が  

教会に分裂を引き起こしたことに言及し、ま  

たこうした厳格で不寛容な風潮が第一次世  

界大戦を機に興隆した愛国心と結びつきい  

わゆる「赤狩り」を引き起こしたこと、他方  

黒人や移民に対する差別を再び表面化させ、  

これが第二次世界大戦時における日系人の  

強制収容につながったことについて述べて  

いる。これらの戦争に対し、クエーカーなど  

の幾つかの平和主義的な教派を除いてキリ  

スト教会は協力体制を取っていくが、しかし  

またこの時期にニーバー ら社会に対して預  

言者的な発言を行っていった神学者もあっ  

たことにも触れている。   

最後の第12章「戦後から現代へ」では、  

まず国際連合が創設されたように戦後新た  

な国際秩序が模索されつつあったことと並  

行的に世界的に諸教会間の協力に向けた動  

きが見られ、かつアメリカ国内における教会  

間の協力、あるいは個別の教会における過去  

の分裂を乗り越えた再合同の動きが見られ  

たことについて述べている。また公民権運動  

とヴェトナム戦争の60年代を受けて例えば  

コックスやベラーらのようにアメリカ固有  

の文脈に基づく神学的な考察が行われたこ  

とを指摘した上で、具体的な政治との関わり  

についてはいわゆる「宗教右翼」勢力が強め  

てきていることの歴史的背景を概観し、他方  

女性や同性愛者を教会がどのように取り扱  

ってきているかについても触れている。   

以上簡単に内容を紹介してきたが、まず何  

よりも本書はアメリカ・キリスト教史につい  

ての基本的な知識を確認するのに有用な書  

であり、またその記述にあたっては少数者の  

問題、そして共同体の形成に関わる包摂と排  

除の過程についての視座が問題意識として  

通底しているように思われる。   

著者が本書冒頭で指摘しているように日  

本におけるアメリカ研究ではキリスト教の  

問題が必ずしも十分に取り扱われてきてお  

らず、これと関連して本書以前には邦語によ  

るまとまった通史が、既に絶版になってしま  

っている曽根暁彦による『アメリカ教会史』  

しかなかった。こうしたことを合わせ考える  

ならば、本書のように様々な問題に目配りが  
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ダン遍路」へ」では、1908年に大阪毎日新  

聞紙上に掲載された記者による「巡礼競争」  

等を例にとり、メディアの力によって四国以  

外の地域に四国遍路の情報が届けられてい  

たと指摘する。また、20年代以降の旅行産  

業・国内観光の展開による宗教施設の観光対  

象化、その後30年代前半における四国の鉄  

道の完成に伴い、従来のスタイルにこだわら  

ず、交通機関を用いてレジャー・観光・ハイ  

キングとしての四国遍路を行う人々－「モダ  

ン遍路」－も既に登場していたのである。   

このような消費対象としての四国遍路は、  

既に戦前に〈イベント〉 という形を取っても  

いた。「第二章：「空前絶後！」の四国八十八  

ケ所霊場出開帳」では、南海電鉄五十周年記  

念事業として企画され、大阪毎日新聞も後援  

として名を連ねた「四国八十八ヶ所霊場出開  

帳」（1937年）が扱われる。十五万人の参拝  

者を集めたというこの企画では、各札所の本  

尊分像の御堂筋から難波駅に向かっての大  

練行や、映画会社の宣伝もかねた俳優陣のス  

タンプラリーが行われたり、新聞広告でも  

「ハイキング」「行楽」という面を強調する  

ものがあるなど、イベント・商品としての性  

質も濃厚であった。ところで、四国遍路は戦  

時中に国家政策に組み込まれることになる  

のだが、その前段階として 〈日本文化・精神  

の体現者〉 としての弘法大師のイメージが浸  

透している必要があった。「第三章：弘法大  

師と日本文化」で扱われる1934年の「弘法  

大師一一00年御遠忌」もまた、ラジオ番組、  

新聞特集記事、展覧会の企画などが組まれる  

など、メディアイベントとして遂行されてお  

り、国家イデオロギーに組み込まれる形で弘  

法大師のイメージを浸透させることに寄与  

していた事が確認される。   

以上のように、明治後半から昭和初期にか  

けて、四国遍路は宗教現象としてだけではな  

く、娯楽・観光として消費されてきた。′こう  

した状況に対して、四国遍路が宗教的巡礼で  

なされた通史が著されたことは、現代アメリ  

カにおけるキリスト教の歴史的な背景につ  

いて学ぼうとするものや、あるいはアメリカ  

研究に限らず周辺諸学からアメリカ・キリス  

ト教史に関心を持つものにとって益すると  

ころ大であるように思われる。また巻末にあ  

る著者による短評が付された文献案内も、よ  

り知見を深めていくのに格好の手引きとな  

るであろう。  

（星野靖二）  

森正人『四国道路の近現代一「モダン遍路」  

から「癒しの旅」まで』（創元社、2005年、  

1，995円）   

〈四国遍路〉 という  

と多様なイメージを思  

い浮かべる人が多いだ  

ろう。徒歩にこだわる  

修行のような四国遍路、  

観光資源や観光旅行・  

旅としての四国遍路等、  

また、観光の対象とい  

った商品化された四国遍路と、これに対する  

アンチ商品化の立場なども指摘できよう。本  

書は、日本の近代化以降の約百年に絞り、  

r宗教現象としての四国遍路」ではなく、時  

代状況や他の現象と絡み合うことによって  

生成・消滅している、上記のような多様な四  

国遍路のイメージや様態を対象とする一冊  

である。   

現在、観光化・商業化された四国遍路に関  

して、r伝統的でない」・「正統でない」とい  

うイメージが抱かれることが多いかもしれ  

ない。しかし、著者は戦前の四国遍路につい  

て扱う前半の四章において、こうした商業化  

が戦前から起こっており、そこに国内観光の  

展開やマスメディアの力が働いていたと述  

べる。例えば、r第一章：「ハイカラ」から「モ  
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